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　Information - 行政情報

　
来
年
の
干え

支と

「
申（
さ
る
）」
に
ち
な

ん
だ
漫
画
年
賀
状
を
募
集
し
ま
す
。

　
楽
し
い
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
テ
ー
マ
…
「
申（
さ
る
）」

◆
募
集
期
間
…
12
月
１
日

（火）
～
平
成
28

年
１
月
11
日

（月）　
※
当
日
消
印
有
効

◆
応
募
規
定
…
は
が
き
、
ま
た
は
同
サ

イ
ズ（
１
０
０
×
１
４
８
㍉
）の
ケ
ン
ト

紙
、
画
用
紙
な
ど
を
使
用
。
パ
ソ
コ
ン

に
よ
る
Ｃ
Ｇ
作
品
も
可
。
未
発
表
の
作

品
に
限
る
。
自
作
の
み
。
素
材
集
の
使

用
は
不
可
。

来
年
は
申（
さ
る
）年
！

漫
・
賀
・
年
賀
状
コ
ン
テ
ス
ト 

２
０
１
６

吉
備
川
上
ふ
れ
あ
い
漫
画
美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
賞
金
・
賞
品

大　
賞（
１
点
）…
３
万
円

準
大
賞（
１
点
）…
１
万
円

優
秀
賞（
10
点
）…
川
上
地
域
特
産
品

◆
審
査
員
…
南
一
平
さ
ん（
笠
岡
市
在

住
、
漫
画
家
）

◆
応
募
先
…
〒
７
１
６
‐
０
２
０
１　

高
梁
市
川
上
町
地
頭
１
８
３
４

吉
備
川
上
ふ
れ
あ
い
漫
画
美
術
館

「
漫
・
賀
・
年
賀
状
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

問 

吉
備
川
上
ふ
れ
あ
い
漫
画
美
術
館

☎
48
‐
３
６
６
４

第１回コンテスト大賞作品（平成 16 年）　
中村　稔さん（佐賀県）

　
近
年
、
農
業
の
担
い
手
の
減
少
や
高

齢
化
に
よ
っ
て
、耕
作
放
棄
地
が
増
え
、

農
地
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
農
地
を
守
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
「
農
地
を
守
る
日
」
を
設

け
、
耕
作
放
棄
地
を
発
生
さ
せ
な
い
取

り
組
み
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

◆
農
地
を
考
え
る
日

　
地
域
で
農
作
業
の
作
付
け
状
況
、
不

作
付
け
地
、
農
道
・
水
路
の
状
況
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

◆
一
斉
耕
う
ん
の
日

　
土
づ
く
り
・
雑
草
防
除
・
景
観
保
全

の
た
め
に
地
域
ぐ
る
み
で
一
斉
に
「
耕

う
ん
」
し
ま
し
ょ
う
。

◆
一
斉
草
刈
り
の
日

　
耕
作
放
棄
地
や
イ
ノ
シ
シ
の
隠
れ
場

と
な
る
山
際
の
「
草
刈
り
」
を
み
ん
な

で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

問 

農
林
課
農
業
振
興
係

☎
21
‐
０
２
２
３

11
月
・
12
月
は

耕
作
放
棄
地
解
消
月
間

農
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

12
月
３
日
～
９
日
は
、「
障
害
者
週

間
」
で
す
。

　
期
間
中
、
市
は
高
梁
市
自
立
支
援
協

議
会
の
協
力
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
啓

発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
障
害
に
つ
い
て
の
理
解
や
認
識
を
深

め
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て

努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

啓
発
活
動

◆
日
時
…
12
月
３
日

（木）　
午
前
８
時
～

午
前
９
時
30
分

◆
場
所
…
備
中
高
梁
駅
ふ
れ
あ
い
連
絡

路問 

福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
21
‐
０
２
８
４

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え
合
う

障
害
者
週
間

福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
城
見
橋
公
園
駐
車
場
公
衆
ト
イ
レ（
小

高
下
町
）の
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
市
内
外
か
ら
１
５
４
点
の
応
募
が
あ

り
、
選
考
の
結
果
、
愛
称
は
田
中
数
繁

さ
ん（
広
島
県
広
島
市
）の
「
城
ま
ち
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
同
ト
イ
レ
は
、
市
が
観
光
の
活
性
化

等
を
目
的
と
し
て
進
め
て
い
る
、
誰
も

が
使
い
や
す
い
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
ト

イ
レ
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
第
１
号
と

愛
称
が
決
定
し
ま
し
た
「
城
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

城
見
橋
公
園
駐
車
場
公
衆
ト
イ
レ

産
業
振
興
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

高梁少年少女合唱団の歌声で完成を祝う

▲

 

高
梁
城
南
高
の
生
徒
が
作
製
し
た
陶
板
レ
リ
ー
フ

な
る
も
の
で
、
市
民
や
観
光
客
の
皆
さ

ん
が
親
し
み
を
持
っ
て
利
用
で
き
る
施

設
と
な
る
よ
う
愛
称
を
募
集
し
て
い
た

も
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
ほ
ど
建
物
外
部
に
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
を
整
備
。
建
物
内
部
ト
イ
レ

入
り
口
正
面
に
は
、
県
立
高
梁
城
南
高

等
学
校
デ
ザ
イ
ン
科
美
術
部
の
生
徒
の

皆
さ
ん
が
制
作
し
た
備
中
松
山
城
の
陶

板
レ
リ
ー
フ
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
備
中
松
山
城
登
城
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
発

着
場
の
待
合
所
と
し
て
の
機
能
や
物
販

ス
ペ
ー
ス
も
備
え
た
「
城
ま
ち
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」。
観
光
客
を
は
じ
め
、
利
用
者

が
気
持
ち
よ
く
快
適
に
利
用
で
き
る
施

設
と
し
て
有
効
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

問 

産
業
振
興
課
観
光
振
興
係

☎
21
‐
０
２
１
７

　
市
営
墓
地
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
区
画
…
上
谷
第
２
霊
園（
上
谷

町
４
２
６
３
番
地
）　

75
区
画（
面
積

６
・
０
平
方
㍍
）

◆
申
し
込
み
資
格
…
次
の
要
件
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
人

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以
上
の
人

か
、
市
内
に
使
用
者
の
代
わ
り
に
そ
の

義
務
を
負
う
こ
と
の
で
き
る
20
歳
以
上

の
代
理
人
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
人

②
現
に
埋
蔵
す
べ
き
遺
骨
を
有

す
る
か
、
改
葬
す
る
た
め
に
墓

所
を
必
要
と
し
て
い
る
人

◆
墓
所
の
使
用
…
永
代
貸
し
付

け
で
、
所
有
権
移
転
は
行
い
ま

せ
ん
。

◆
使
用
料
…
54
万
円　

※
使
用
許
可
時
に
前
納

◆
管
理
料
…
１
万
５
千
円

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

使
用
者
を
募
集
し
ま
す

市
営
上
谷
第
２
霊
園

◆
募
集
期
間
…
12
月
１
日

（火）
～
12
月
14

日
（月）　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

◆
申
込
方
法
…
霊
園
墓
所
使
用
申
込
書

に
、
遺
骨
保
管（
埋
蔵
）証
明
書
を
添
付

し
て
、
環
境
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
１
世
帯
に
つ
き
１
区
画
ま
で
と
し

ま
す
。

問 

環
境
課
環
境
衛
生
係 

☎
21
‐
０
２
５
９

JR 備中高梁駅

NTT

高梁城南高校
高梁南幼稚園

城南高校
グラウンド

高梁総合
文化会館

至国道 180 号

国
道
４
８
４
号

上谷第２霊園

常夜燈

市
道
南
町
近
似
線（
街
路
）

高梁浄化センター

至吉備中央町

威徳寺

※
霊
園
内
の
共
用
場
所
の
清
掃
管
理

な
ど
に
要
す
る
経
費
と
し
て
、
使
用

許
可
時
に
３
カ
年
分
を
前
納
。
そ
の

後
３
年
ご
と
に
３
カ
年
分
を
前
納
。


